
Ｐ
２
～
４
　
地
場
産
品
の
魅
力
発
信

　
　
　
　
　
　
ま
ち
な
か
へ
の
誘
客
を
目
指
し
て

Ｐ
５
　
　
　
平
成
2
7年

４
月
 町

職
員
等
の
人
事
異
動

Ｐ
６
～
９
　
平
成
2
7年

度
 町

の
予
算

Ｐ
10
～
11　

変
わ
り
ま
す
 介

護
保
険
料

手
を
挙
げ
て
、
左
右
見
て

　
ち
ゃ
ん
と
守
る
よ
交
通
ル
ー
ル



２

　

地
域
連
携
販
売
力
強
化
施
設
は
、

道
の
駅
に
し
あ
い
づ
「
交
流
物
産
館

よ
り
っ
せ
」
と
連
携
し
、
も
う
一
度

訪
れ
た
く
な
る
店
舗
づ
く
り
を
目
指

す
と
と
も
に
、
野
沢
ま
ち
な
か
へ
の

誘
客
を
図
れ
る
よ
う
な
施
設
と
し
て

整
備
し
ま
す
。
オ
ー
プ
ン
予
定
は
平

成
28
年
秋
頃
で
す
。

も
う
一
度
訪
れ
た
く
な
る

魅
力
あ
る
店
舗
づ
く
り

　

地
域
連
携
販
売
力
強
化
施
設
に
は
、

地
場
産
品
の
直
売
所
に
加
え
、
地
場

産
品
を
使
っ
た
料
理
を
提
供
す
る
飲

食
店
ブ
ー
ス
を
設
置
す
る
計
画
で
す
。

こ
の
た
め
、
ミ
ネ
ラ
ル
野
菜
を
は
じ

め
と
し
た
西
会
津
な
ら
で
は
の
食
材

を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
誰
も
が
自
由
に
使
え
る
フ

リ
ー
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
、
そ
こ
で
交

流
人
口
の
拡
大
に
向
け
た
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
す
る
な
ど
、
観
光
客
が
も
う

一
度
訪
れ
た
く
な
る
よ
う
な
魅
力
あ

る
施
設
づ
く
り
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

野
沢
ま
ち
な
か
へ
の
誘
客

　

町
の
観
光
資
源
で
あ
る
名
勝
や
史

跡
、
旧
跡
、
各
地
区
に
残
る
言
い
伝

え
、
町
内
の
イ
ベ
ン
ト
、
町
内
商
店

の
商
品
や
飲
食
店
の
メ
ニ
ュ
ー
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
総
合
的
に
発
信

し
、
観
光
客
が
ま
ち
な
か
を
訪
ね
歩

地場産品の魅力発信
� まちなかへの誘客を目指して
　今年度から、道の駅にしあいづ「交流物産館よりっせ」の隣に、地域連携販売力強化
施設の整備が始まります。今月号では、施設の概要とインタビューを掲載します。

商
業
団
地
整
備
の
経
過

平
成
16
年
９
月

　

�

道
の
駅
お
よ
び
交
流
物
産
館

よ
り
っ
せ
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン

平
成
17
年
３
月

　

�

国
土
交
通
省
に
国
道
49
号
側

の
用
地
を
売
却

平
成
19
年
６
月

　

�

Ｄ
区
画
周
辺
を
会
津
商
工
信

用
組
合
に
売
却

平
成
20
年
４
月

　

�

交
流
物
産
館
よ
り
っ
せ
に
指

定
管
理
者
制
度
を
導
入

平
成
22
年
８
月

　

�

第
１
回
商
業
団
地
Ａ
区
画
活
用

方
針
検
討
委
員
会
（
全
４
回

開
催
）

平
成
23
年
10
月

　

�

第
１
回
商
業
団
地
Ａ
区
画
整
備

検
討
委
員
会
（
全
７
回
開
催)

平
成
25
年
２
月

　

�

第
１
回
商
業
団
地
Ａ
区
画
施
設

　

整
備
基
本
計
画
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

　

プ（
全
２
回
開
催
）

平
成
25
年
３
月

　

�

商
業
団
地
Ａ
区
画
施
設
整
備

基
本
計
画
策
定

平
成
25
年
５
月

　

�

第
１
回
商
業
活
性
化
施
設(

地

域
連
携
販
売
力
強
化
施
設)

整

備
検
討
委
員
会(

全
７
回
開
催)

平
成
25
年
９
月

　

�

先
進
地
視
察
研
修　

栃
木
県

下
野
市(

道
の
駅
し
も
つ
け)
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く
よ
う
な
仕
組
み
を
構
築
し
ま
す
。

多
く
の
観
光
客
が
立
ち
寄
る
こ
の
施

設
を
情
報
発
信
の
拠
点
と
位
置
付
け

る
こ
と
で
、
町
の
魅
力
を
よ
り
多
く

の
人
に
伝
え
て
い
き
ま
す
。

環
境
に
対
す
る
配
慮

　

地
域
連
携
販
売
力
強
化
施
設
は
、

町
の
「
公
共
建
築
物
等
に
お
け
る
木

材
利
用
促
進
に
関
す
る
基
本
方
針
」

に
基
づ
き
、
冷
暖
房
設
備
に
バ
イ
オ

マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
を
導
入
す
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
二
酸
化

炭
素
排
出
量
を
大
幅
に
削
減
し
、
ま

た
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
に
よ
り

地
域
内
で
の
経
済
循
環
を
促
進
し
て

い
き
ま
す
。

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と

24
時
間
ト
イ
レ
の
移
設

　

現
在
国
道
側
に
あ
る
情
報
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
利
用
頻
度
は
低
く
、
そ
の

機
能
が
十
分
に
発
揮
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
か
ら
、
今
回
の
整
備
に
合
わ
せ
、

観
光
客
が
多
く
訪
れ
る
交
流
物
産
館

よ
り
っ
せ
側
へ
の
移
設
計
画
に
つ
い

て
国
か
ら
要
請
が
あ
っ
た
た
め
、
24

時
間
ト
イ
レ
と
と
も
に
移
設
す
る
予

定
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
同
一
エ
リ

ア
に
情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
24
時
間

ト
イ
レ
を
併
設
し
、
観
光
客
の
さ
ら

な
る
利
便
性
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

平
成
27
年
度
総
事
業
費
予
定

（
平
成
26
年
度
繰
越
事
業
）

　

３
億
１
，
７
９
６
万
９
千
円

―
事
業
費
内
訳
―

設
計
監
理
費

　

６
４
８
万
円

整
備
事
業
費

　

３
億
７
２
６
万
円

委
託
料
ほ
か

　

４
２
２
万
９
千
円

―
財
源
内
訳
―

農
山
漁
村
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
支
援
交
付
金
（
国
庫
補
助
金)

　

９
，
１
０
３
万
１
千
円

町
債

　

２
億
２
，
４
６
０
万
円

一
般
財
源

　

２
３
３
万
８
千
円

地域連携販売力強化施設の完成イメージ、左奥が交流物産館よりっせ

平
成
26
年
２
月

　

視
察
研
修　

新
潟
県
見
附
市

平
成
26
年
３
月

　

第
２
回
検
討
委
員
会

平
成
26
年
８
月

　

第
３
回
検
討
委
員
会

　

第
４
回
検
討
委
員
会

平
成
26
年
10
月

　

第
５
回
検
討
委
員
会

平
成
26
年
11
月

　

第
６
回
検
討
委
員
会

平
成
27
年
１
月

　

第
７
回
検
討
委
員
会

平
成
27
年
５
月
中
旬

　

�

地
域
連
携
販
売
力
強
化
施
設

建
設
工
事
着
工
（
予
定
）
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��

進
地
視
察
研
修
で
栃
木
県

の｢

道
の
駅
し
も
つ
け｣

に

行
っ
た
と
き
、
ま
ず
敷
地

の
広
さ
に
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら

に
商
品
開
発
の
研
究
室
や
事
務
室
、

分
か
り
や
す
い
売
場
と
い
っ
た
バ
ラ

ン
ス
の
取
れ
た
施
設
構
成
、
店
員
の

接
客
の
良
さ
、
観
光
情
報
に
関
す
る

知
識
の
豊
富
さ
に
も
感
心
し
ま
し
た
。

　

商
業
活
性
化
施
設
整
備
検
討
委
員

会
で
は
、
こ
の
よ
う
な
良
い
部
分
を

ど
ん
ど
ん
町
に
取
り
入
れ
、
そ
こ
に

独
自
の
良
さ
を
付
加
で
き
る
よ
う
、

意
見
を
出
し
合
い
、
検
討
し
て
き
ま

し
た
。

　

特
に
苦
労
し
た
こ
と
は
、
既
存
施

設
と
の
バ
ラ
ン
ス
で
す
。
ア
ー
ケ
ー

ド
や
入
口
を
ど
う
す
る
か
と
い
っ
た

外
観
は
も
ち
ろ
ん
、
商
品
構
成
や
配

置
、
既
存
施
設
と
の
接
続
な
ど
、
観

光
客
に
分
か
り
や
す
い
施
設
レ
イ
ア

ウ
ト
と
な
る
よ
う
検
討
し
て
き
ま
し

先

た
。
ま
た
、
雪
対
策
や
、
ま
ち
な
か

に
人
を
送
り
込
む
た
め
に
は
ど
の
よ

う
に
情
報
発
信
す
れ
ば
よ
い
の
か
な

ど
、
検
討
事
項
を
挙
げ
れ
ば
き
り
が

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

道
の
駅
に
し
あ
い
づ
は
、
ほ
か
の

道
の
駅
に
負
け
な
い
立
地
の
良
さ
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
商
品
や
土
産
類

も
多
く
、沖
縄
産
品
の
販
売
コ
ー
ナ
ー

や
、
ペ
ッ
ト
連
れ
に
う
れ
し
い
ド
ッ

グ
ラ
ン
ス
ペ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

　

今
回
の
地
域
連
携
販
売
力
強
化
施

設
の
整
備
で
、
農
林
産
物
の
販
売
力

強
化
、
さ
ら
に
地
元
食
材
を
使
用
し

た
料
理
の
提
供
が
始
ま
り
、
さ
ら
な

る
集
客
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

町
の
名
所
や
旧
跡
、
地
区
そ
れ
ぞ

れ
の
歴
史
や
物
語
を
活
用
し
な
が
ら

こ
の
施
設
に
立
ち
寄
っ
た
人
を
商
店

街
へ
と
誘
導
す
る
地
域
産
業
の
振
興

に
結
び
付
く
よ
う
な
施
設
に
な
れ
ば

と
完
成
を
待
ち
望
ん
で
い
ま
す
。

道の駅が持つ集客力を、

商店街にも波及させたい

　
　
　
　

��

と
も
と
、
お
客
様
と
対
面

し
な
が
ら
温
か
い
料
理
や

新
鮮
な
食
材
を
提
供
し
、

お
い
し
い
う
ち
に
食
べ
て
も
ら
い
た

い
と
考
え
て
い
た
こ
と
か
ら
、
思
い

切
っ
て
店
を
改
装
し
、
居
酒
屋
「
和

粋
」
を
開
店
し
ま
し
た
。

　

仕
事
を
通
し
て
、
ミ
ネ
ラ
ル
野
菜

や
キ
ノ
コ
、
米
な
ど
、
西
会
津
産
の

食
材
の
お
い
し
さ
、コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
の
良
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
が
ま
だ
ま
だ
町
外
の
人
に
は
知

ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
今
回
の
地
域
連

携
販
売
力
強
化
施
設
の
整
備
を
き
っ

か
け
に
、
西
会
津
産
食
材
の
魅
力
を

町
外
の
人
に
広
く
周
知
し
て
ほ
し
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

食
材
の
魅
力
を
伝
え
る
に
は
、
食

べ
て
も
ら
う
こ
と
が
一
番
だ
と
思
い

ま
す
。
例
え
ば
、
野
菜
を
そ
の
ま
ま

試
食
し
て
も
ら
う
だ
け
で
も
魅
力
は

伝
わ
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域

も

連
携
販
売
力
強
化
施
設
内
の
飲
食
店

が
、
隣
の
直
売
コ
ー
ナ
ー
で
販
売
す

る
野
菜
を
使
っ
た
料
理
を
提
供
す
れ

ば
、
食
材
を
生
か
し
た
調
理
方
法
も

併
せ
て
発
信
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　

新
し
い
施
設
と
町
内
飲
食
店
が
相

互
に
連
携
し
、
食
材
の
魅
力
を
広
め

て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
Ｓ
Ｌ
や
日
本
に
２
台
し
か
な

い
ラ
ッ
セ
ル
車
の
展
示
、
収
穫
体
験

な
ど
町
に
は
観
光
資
源
が
数
多
く
あ

り
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
場
所
に
足
を

運
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
な
、
新
し
い

施
設
だ
け
で
完
結
さ
せ
な
い
仕
組
み

づ
く
り
が
重
要
だ
と
考
え
ま
す
。

　

居
酒
屋
「
和
粋
」
を
開
店
し
今
年

で
丸
７
年
を
迎
え
ま
す
。
自
分
自
身

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
を
図
り
、
町
の
魅

力
を
町
外
の
人
に
感
じ
て
も
ら
え
る

よ
う
、
ま
た
、
町
内
の
人
に
は
良
い

時
間
を
過
ご
し
て
も
ら
え
る
よ
う
努

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

おいしい食材、町の魅力

多くの人に伝えたい

伊藤 眞一 さん  [９町内１]

いとう・しんいち  町商工会長。平成
25年５月から商業活性化施設（地域
連携販売力強化施設）整備検討委員
会副委員長を務め、同委員会の意見
取りまとめなどに尽力。

Ｉ Ｎ Ｔ Ｅ Ｒ Ｖ Ｉ Ｅ Ｗ

Ｉ Ｎ Ｔ Ｅ Ｒ Ｖ Ｉ Ｅ Ｗ

和田 武士 さん  [10町内]

わだ・たけし  仙台での修行を経て平
成14年、22歳のときに帰郷。結婚を
機に家業の割烹はるよしを継ぎ、28
歳で居酒屋｢和粋｣をオープン。地元飲
食業界を盛り上げる若手経営者。

地場産品の魅力発信  まちなかへの誘客を目指して
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【
略
歴
】

　

昭
和
57
年
に
町
職
員
に
採
用
。
平

成
14
年
か
ら
企
画
調
整
課
長
、
そ
の

後
、
ま
ち
づ
く
り
政
策
室
長
、
参
事

兼
総
務
税
政
課
長
、
参
事
兼
総
務
課

長
を
歴
任
。
副
町
長
の
任
期
は
平
成

31
年
３
月
31
日
ま
で
の
４
年
間
。

◎
定
期
人
事
異
動
（
４
月
１
日
付
）

【
総
務
課
】

▼
参
事
兼
課
長
新
田
新
也(

町
民
税
務

課)

▼
課
長
補
佐
兼
総
務
係
長
矢
部
喜

代
栄(

健
康
福
祉
課)

▼
主
査
齋
藤
善

行(

企
画
情
報
課)

▼
総
務
課
付
北
塩

原
村
派
遣
二
瓶
晃
典(

農
林
振
興
課)

【
企
画
情
報
課
】

▼
課
長
大
竹
享(

商
工
観
光
課)

▼
企

画
情
報
課
付
課
長
補
佐
西
会
津
ケ
ー

ブ
ル
ネ
ッ
ト
派
遣
佐
川
勝
美(

商
工

観
光
課)
▼
情
報
政
策
係
長
佐
藤
泰

久(

企
画
情
報
課)
▼
副
主
査
長
谷
川

祐
一(

商
工
観
光
課)

【
町
民
税
務
課
】

▼
課
長
上
野
善
弘(

町
民
税
務
課)

▼
課
長
補
佐
兼
町
民
生
活
係
長
野

原
竹
夫(

建
設
水
道
課)

▼
税
務
係

長(

収
税
担
当)

鈴
木
利
博(

町
民
税

務
課)

▼
主
査
秦
康
広(

建
設
水
道

課)【
健
康
福
祉
課
】

▼
課
長
補
佐
兼
福
祉
介
護
係
長(

介

護
担
当)

渡
部
栄
二(

健
康
福
祉
課)

▼
課
長
補
佐
兼
福
祉
介
護
係
長(

福

祉
担
当)

寺
田
悟(

町
民
税
務
課)

▼
課
長
補
佐
兼
健
康
支
援
係
長
兼

保
健
セ
ン
タ
ー
所
長
髙
津
典
通(

健

康
福
祉
課)

▼
国
保
西
会
津
診
療
所

事
務
長
兼
国
保
群
岡
診
療
所
事
務

長
岩
渕
東
吾(

健
康
福
祉
課)

▼
国

保
医
療
係
長
船
橋
政
広(

建
設
水
道

課)

▼
保
健
師
長
伊
藤
孝
子(

健
康

福
祉
課)

▼
主
査
齋
藤
淳(

総
務
課)

▼
主
査
本
田
誠
治(

町
民
税
務
課)

▼
国
保
西
会
津
診
療
所
主
事
兼
国

保
群
岡
診
療
所
主
事
田
崎
友
梨(

商

工
観
光
課)

【
商
工
観
光
課
】

▼
課
長
伊
藤
善
文(
商
工
観
光
課)

▼
課
長
補
佐
兼
商
工
観
光
係
長
齋

藤
伸
也(

企
画
情
報
課)
▼
地
域
振

興
係
長
外
島
拓(

総
務
課
付
猪
苗
代

町
派
遣)

▼
主
査
五
十
嵐
国
幸(

建

設
水
道
課)

【
農
林
振
興
課
】

▼
課
長
併
農
業
委
員
会
事
務
局
長

玉
木
周
司(

総
務
課)

▼
課
長
補
佐

兼
林
政
係
長
平
井
克
美(

農
林
振
興

課)

▼
農
政
係
長
齋
藤
洋
子(

農
林

振
興
課)

▼
主
査
齋
藤
賢(

建
設
水

道
課)

【
建
設
水
道
課
】

▼
課
長
成
田
信
幸(

教
育
課)

▼
課
長

補
佐
兼
管
理
係
長(

維
持
担
当)

佐
藤

栄
作(

教
育
課)

▼
課
長
補
佐
兼
上

下
水
道
係
長
佐
藤
広
悦(

建
設
水
道

課)

▼
管
理
係
長(

事
務
担
当)

小
柴

芳
成(

教
育
課)

▼
主
任
主
査
山
口
隆

志(

町
民
税
務
課)

▼
主
査
塚
原
一
雄

(

健
康
福
祉
課)

【
出
納
室
】

▼
会
計
管
理
者
兼
出
納
室
長
長
谷
川

浩
一(

農
林
振
興
課)

【
学
校
教
育
課
】

▼
課
長
会
田
秋
広(

出
納
室)

▼
課

長
補
佐
兼
学
校
教
育
係
長
兼
給
食

セ
ン
タ
ー
所
長
鎌
倉
康
裕(

教
育
課)

▼
給
食
セ
ン
タ
ー
次
長
五
十
嵐
悦
子

(

健
康
福
祉
課)

▼
主
査
荒
明
聡
美

(

教
育
課)

▼
主
査
伊
藤
雄
一(

教
育

課)

▼
副
主
査
渡
部
美
由
紀(

教
育

課)【
生
涯
学
習
課
】

▼
課
長
兼
公
民
館
長
石
川
藤
一
郎

(

企
画
情
報
課)

▼
課
長
補
佐
兼
生
涯

学
習
係
長
荒
井
克
巳(

教
育
課)

▼
主

任
主
査
髙
久
孝
仁(

教
育
課)

▼
主
任

主
査
兼
西
会
津
中
学
校
山
口
千
代
志

(

教
育
課)

▼
主
査
濱
田
千
俊(

農
林

振
興
課)

▼
主
査
齋
藤
正
利(

教
育

課)【
議
会
事
務
局
】

▼
局
長
渡
部
峰
明(

健
康
福
祉
課)

◎
再
任
用(

短
時
間
勤
務)

▼
町
民
税
務
課
薄
上
亮
一
▼
建
設
水

道
課
杉
原
德
夫

◎
退
職(

３
月
31
日
付)

▼
伊
藤
要
一
郎(

総
務
課)

▼
杉
原

德
夫(

企
画
情
報
課)

▼
佐
藤
美
恵

子(

農
林
振
興
課)

▼
酒
井
誠
明(

建

設
水
道
課)

▼
髙
橋
謙
一(

議
会
事

務
局)

▼
薄
上
亮
一(

教
育
課)

▼
嶋

田
純
子(

健
康
福
祉
課)

▼
伊
藤
文
枝

(

健
康
福
祉
課)

※( 　

)

内
は
旧
任

◎
副
町
長
の
就
任
（
４
月
１
日
付
）

平
成
27
年
４
月
１
日
付
　
人  

事  

異  

動

新採用職員紹介   よろしくお願いします

専
門
員
・
集
落
支
援
員

伊
い

藤
とう

 要
よういちろう

一郎(堀越)
農林振興課 主査

大
おおつか

塚   修
おさむ

(北塩原村より派遣)

健康福祉課 保健師
佐
さ

藤
とう

  実
み な

菜
(会津坂下町)

建設水道課 主事
石
いしもと

本   翼
つばさ

(会津若松市)

農林振興課 主事
二
に

瓶
へい

  諒
りょう

太
た

(西林)

商工観光課 主事
長
は せ

谷川
がわ

 雅
まさふみ

典
(下野尻)

町民税務課 主事
井
いのうえ

上  慎
まこ

人
と

(道目)

町民税務課 主事
石
いしかわ

川  皓
こう

也
や

(西林東)

集落支援員
貝
かいぬま

沼  利
としのり

則
(呼賀)

地域連携販売
指導専門員
佐
さ

藤
とう

 美
み え こ

恵子
(出ヶ原)
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物
販
売
の
拠
点
施
設
と
し
て
「
地
域

連
携
販
売
力
強
化
施
設
」
や
、
認
定

こ
ど
も
園
を
整
備
す
る
ほ
か
、
役
場

新
庁
舎
の
改
修
な
ど
、
引
き
続
き
大

規
模
事
業
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、健
全
な
財
政
運
営
に
向
け

て
中
長
期
的
な
財
政
計
画
を
策
定
し
、

財
源
の
重
点
的
か
つ
効
果
的
な
配
分

の
実
現
を
目
指
す
と
と
も
に
、
国・
県

の
予
算
編
成
や
税
制
改
正
な
ど
の
動
向

を
注
視
し
な
が
ら
情
報
収
集
に
努
め
、

「
み
ん
な
の
声
が
響
く
ま
ち　

に
し
あ

い
づ
」を
基
本
理
念
と
し
た「
西
会
津

町
総
合
計
画
」と
、町
の
憲
法
で
あ
る

「
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
」が
目
指
す

協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
向

け
て
、限
ら
れ
た
財
源
を
よ
り
効
果
的

に
配
分
し
、予
算
を
編
成
し
ま
し
た
。

　
重
点
目
標

　

町
で
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
暮
ら

し
を
守
り
、
さ
ら
に
は
「
住
ん
で
み

た
い
、
行
っ
て
み
た
い
町
へ
」
を

テ
ー
マ
に
定
住
促
進
と
交
流
人
口
の

拡
大
を
総
合
的
に
推
進
す
る
と
と
も

に
、「
地
域
経
済
の
活
性
化
」「
教
育

の
振
興
と
人
材
の
育
成
」「
健
康
づ

く
り
と
安
全
・
安
心
」
の
３
点
を
引

き
続
き
重
点
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、こ
の
予
算
に
基
づ
き
、各

種
事
業
を
着
実
に
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　
主
な
事
業

　

平
成
27
年
度
は
前
述
の
大
規
模
事

業
を
実
施
す
る
ほ
か
、
地
域
経
済
の

　
国
の
動
き

　

わ
が
国
の
財
政
は
、
急
速
な
高
齢

化
を
背
景
と
す
る
社
会
保
障
費
の
増

加
や
、
経
済
成
長
率
の
低
迷
な
ど
に

よ
り
、
財
政
状
況
が
大
幅
に
悪
化
し

て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
政
府
は
、
す
べ
て

の
事
業
に
聖
域
を
設
け
ず
大
胆
な
歳

出
の
見
直
し
を
行
い
、
無
駄
を
最
大

限
縮
減
し
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
の

復
興
を
加
速
す
る
と
と
も
に
、「
地

方
の
創
生
」「
女
性
の
活
躍
の
推
進
」

「
教
育
の
再
生
」
な
ど
、
中
長
期
の

発
展
に
つ
な
げ
る
取
り
組
み
を
強
力

に
推
進
す
る
方
針
を
示
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
民
需
主
導
の
経
済
再
生
と

財
政
健
全
化
目
標
の
双
方
の
達
成
を

目
指
す
と
し
て
平
成
27
年
度
の
一
般

会
計
当
初
予
算
を
編
成
し
た
結
果
、

過
去
最
大
の
96
兆
３
千
４
２
０
億
円

と
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
景
気
の
動
向
次
第
で
は

想
定
ど
お
り
に
歳
入
が
増
え
な
い
恐

れ
が
あ
り
、
さ
ら
に
、
社
会
保
障
費

な
ど
の
増
額
や
、
消
費
税
率
10
％
の

再
増
税
を
見
送
っ
た
こ
と
か
ら
、
財

政
面
で
は
依
然
厳
し
い
状
況
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
町
の
予
算
編
成
方
針

　

平
成
27
年
度
は
、
平
成
26
年
度
で

終
了
し
た
西
会
津
小
学
校
の
新
校
舎

整
備
事
業
に
続
き
、
新
た
に
「
交
流

物
産
館
よ
り
っ
せ
」
の
隣
に
農
林
産

　町では、西会津町総合計画の基本理念「みんなの声が響くまち　にしあいづ」に基づき、①こころ
豊かな人を育むまちづくり、②豊かで魅力あるまちづくり、③人と自然にやさしいまちづくりの３つ
の柱に沿って計画的に事業を進めています。
　この総合計画に基づき編成した平成27年度一般会計当初予算の総額は、63億4,600万円で過去２番
目の大型予算となりました。今年度からは、認定こども園の新築整備や旧西会津小学校への役場機能
移転に向けた改修整備などの大規模な事業が新たにスタートします。
　今月号では、平成27年度当初予算の内容についてお知らせします。
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さ
ら
に
は
、
高
齢
者
の
生
き
が
い
対

策
事
業
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
の
主
な
事
業
は
、
８
、

９
ペ
ー
ジ
の
と
お
り
で
す
。

　
特
別
会
計
等

　

町
で
は
一
般
会
計
の
ほ
か
、
11
の

特
別
会
計
等
で
事
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
予
算
総
額
は
33
億
４

千
８
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

特
別
会
計
等
で
は
上
下
水
道
の
整

備
・
運
営
の
ほ
か
、
後
期
高
齢
者
医

療
、
国
民
健
康
保
険
、
介
護
保
険
な

ど
の
運
営
を
行
い
、
町
民
の
皆
さ
ん

の
快
適
な
暮
ら
し
や
健
康
を
守
っ
て

い
き
ま
す
。（
会
計
ご
と
の
予
算
額

は
９
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

活
性
化
で
は
、
今
年
度
が
本
番
と
な

る
ふ
く
し
ま
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
契
機
と
し
た
観
光

誘
客
事
業
の
強
化
や
、
旧
越
後
街
道

を
生
か
し
た
周
遊
促
進
事
業
、
定
住

住
宅
へ
の
支
援
補
助
、
後
継
者
対
策

事
業
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

教
育
の
振
興
と
人
材
の
育
成
で
は
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
機
を
導
入
し
、中
学

校
の
学
力
向
上
に
つ
な
げ
る
Ⅰ
Ｃ
Ｔ

環
境
整
備
や
、
読
書
の
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
す
る
た
め
の
図
書
館
の
環
境

整
備
、
文
化
財
保
護
に
関
す
る
基
本

構
想
の
策
定
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

健
康
づ
く
り
と
安
全
・
安
心
で
は
、

引
き
続
き
、
健
康
が
い
ち
ば
ん
推
進

事
業
や
各
種
検
診
、
予
防
接
種
事
業
、

用 語 解 説
一�般会計：福祉や土木、教
育など一般的な事業を行
うための町の基本になる
会計。

依�存財源：国や県などから
交付されるお金。

自�主財源：町が自ら収入す
ることができるお金。

地�方交付税：一定水準の行
政サービスができるよう
町の財政状況に応じて国
から交付されるお金。

町�債：道路の改良や施設の
整備などを行う場合、そ
の資金として借り入れた
り、地方交付税の代わり
に不足財源を補うために
借りるお金。

繰�入金：基金（積立金）や
特別会計から入るお金。

公�債費：道路改良や施設整
備などを行う際に借りた
お金の返済金。

人�件費：町長をはじめ職員
の給料・手当、議会議員
や各種審議会委員の報酬
など。

扶�助費：児童手当や障がい
者支援費など児童や高齢
者、障がい者福祉に要す
るお金。

普�通建設事業費：道路の改
良や施設整備、高額な備
品購入に要するお金。

物�件費：消耗品の購入費や
委託料、旅費など。

補�助費等：負担金や補助金
など町が交付するお金。

繰�出金：基金（積立金）や
特別会計に入れるお金。

『住んでみたい、行ってみたい町へ』をテーマに、定住促進と交流人口の拡大を推進

平成27年度
「みんなの声が響くまち」の実現に向けて

①  地域経済の活性化
②  教育の振興と人材の育成
③  健康づくりと安全・安心

の
予
町
算

義務的経費
19億6,125万円

　30.9%
(＋2,611万円)

投資的経費
14億7,412万円  23.2%

(－2億3,121万円)

その他経費
29億1,063万円

45.9%
(＋1億9,610万円)

※歳入、歳出とも％は総額に占める割合、(　  )は対前年度増減額

重
点
目
標
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▲平成26年９月町議会定例会で議決
　され決定した町民憲章

▲地域づくり活動（西会津木造旧建築
　ミュージックフェス検討委員会の音楽会）

▲菌床栽培用ハウスで生産している
　シイタケ（柴崎）

こころ豊かな人を育むまちづくり　―教育の振興と人材の育成―
保育所運営事業 １億6,397万円
認定こども園新築事業（用地造成工事等） １億2,636万円
出産祝金（第３子以降段階的に支給） 240万円
放課後児童クラブ（ひだまり子どもクラブ） 632万円
子育て医療費サポート事業（18歳までの医療費無料化） 1,814万円
乳幼児家庭子育て応援金（２歳までの幼児を家庭で保育する保
護者に月額１万円を支給） 660万円

こうのとりサポート事業（不妊・不育治療に要する治療費を助成) 132万円
【新】西会津小学校新校舎用図書備品整備事業（図書移動式書
架・保管関係備品等購入）

263万円

【新】西会津中学校ICT環境整備事業（生徒用タブレット端末機導入) 348万円
スポーツ大会参加補助金（ふくしま駅伝・市町村対抗野球及び
ソフトボール大会への参加支援）

312万円

【新】歴史文化基本構想策定事業 100万円
【新】埋蔵文化財・民俗資料展示整理保存事業 398万円

豊かで魅力あるまちづくり　―地域経済の活性化―
多面的機能支払交付金事業 4,736万円
中山間地域等直接支払事業 8,166万円
広葉樹林再生事業（広葉樹林を伐採・活用し、森林の再生を図る) 1,400万円
新規就農者あんしんサポート事業（新規就農者経営基盤づくりの支援) 120万円
新規就農者ステップアップ支援事業（担い手・新規就農者経営支援) 911万円
法人化等支援事業（設備機械等整備補助） 269万円
園芸ハウス（７棟）・菌床栽培用ハウス（ボイラー１台）整備事業 1,841万円
活力ある地域づくり支援事業（地域づくり・地域おこし団体に
対する支援） 350万円

飯豊山・鏡山周辺環境整備事業（登山道や林道整備） 200万円
【新】越後街道を生かした周遊促進事業（旧越後街道を活用し
た誘客事業） 319万円

【新】観光誘客事業（ふくしまデスティネーション・キャンペーンを
契機とした観光誘客の強化） 145万円

地域おこし協力隊配置事業（４名配置） 1,800万円
定住住宅整備費補助金（45歳以下の若者・町への移住者に対す
る住宅支援、住宅団地購入費支援） 1,150万円

結婚祝金（現金10万円又は定住促進住宅６ヶ月分の家賃を支給) 188万円
後継者対策事業（婚活事業） 145万円
町営住宅等修繕事業（町営西原住宅の屋根塗装等） 1,771万円
【新】緊急情報等Ｌ字放送設備整備 1,300万円

主 な
事 業

平成27年度

※�【新】は平成27年度新規事業

町民１人当たりの支出額　一般会計予算� ※平成27年４月１日現在の住民基本台帳人口7,035人を基に算出
総務費 民生費 農林水産業費 土木費 公債費

２１９，１９４円 １６３，０６８円 １１１，８４９円 １０９，０１２円 １０７，６７０円
役場の維持管理、
情報政策、交通
対策、選挙など
に要する経費

高齢者･障がい
者･児童などの
福祉全般に要
する経費

農林業の振興、
基盤整備に要
する経費

道路整備や除
雪、町営住宅
管理などに要
する経費

借入金(町債)
の返済に要す
る経費

衛生費 教育費 消防費 議会費 商工費
６７，５２５円 ５４，８６０円 ３３，５３１円 １３，０６５円 １３，０６０円

予防接種や検
診､ごみ処理、
環境対策など
に要する経費

小中学校、スクー
ルバス、給食セン
ター、公民館など
に要する経費

喜多方広域消
防や消防団、
消防施設に要
する経費

議会運営に要
する経費

商工業の振興
や観光事業に
要する経費



９

▲高齢者障がい者スポーツ大会

▲春季消防検閲

▲交通安全教室で交通ルールを学ぶ児童

▲県代行事業で架け替える橋屋橋

人と自然にやさしいまちづくり　―健康づくりと安全・安心―
健康がいちばん推進事業（食育の推進・町民一人一スポーツ普及啓発) 417万円
各種検診事業（胃がん・子宮がん・乳がん・肺がん・大腸がん、
基本健診等） 1,943万円

高齢者予防接種事業（65歳以上高齢者のインフルエンザ・肺炎
球菌ワクチン接種費用の公費負担） 1,309万円

小児予防接種事業（日本脳炎・麻疹・風疹・肺炎球菌・ヒブ・子宮
頚がん・４種混合・ポリオ・水痘のワクチン接種費用の助成) 875万円

精神保健事業（精神デイケア・にこにこサロン相談所の運営費) 297万円
高齢者の生きがい対策事業（老人クラブや老人スポーツ支援） 347万円
生活支援ハウス運営事業 1,137万円
ボランティア活動推進事業（サポートセンター運営費） 125万円
集落支援員配置事業（２名配置） 385万円
コミュニティ育成事業（自治区が維持管理する街路灯・防犯灯の
ＬＥＤ化工事等に補助） 170万円

町民バス車両整備（14人乗り１台更新） 495万円
町民バス運行事業（デマンドバス・路線バス運行費） 8,499万円
町道漆窪線道路整備事業（改良舗装） 4,000万円
町道小学校線道路整備事業（用地補償など） １億300万円
【新】町道小山松峯線道路整備事業（測量設計） 500万円
町道上小島芝草線道路整備事業（舗装修繕工事） 2,000万円
町道野沢西林上小島線及び本町森野線橋りょう修繕工事 6,600万円
【新】町道森野下小島線街路灯設置工事 2,000万円
林道岩井沢楢ノ木平線開設事業（改良工事） 2,060万円
林道泥浮山線改良事業（橋りょう補修および改良工事） 2,050万円
【新】さゆり公園施設維持修繕事業（長寿命化計画策定・施設改修等) 6,012万円
太陽光発電施設整備事業（役場新庁舎・交流物産館よりっせ) １億1,690万円
喜多方地方広域市町村圏組合負担金（斎場施設・し尿処理施設・
ごみ処理施設)〔大規模施設修繕〕 1,862万円

防火水槽整備（芝草・白坂・杉山地区） 1,934万円
小型動力ポンプ整備（牛尾・黒沢地区） 408万円
消防ポンプ自動車整備（原町） 2,101万円

計画の推進　―効率的･効果的な行政の推進と健全財政―
庁舎整備基金への積立（役場新庁舎整備に向けた基金への積み立て) １億5,000万円
役場新庁舎整備事業（改修工事） ２億円
遊休公共施設等整理事業（旧西会津小学校プール解体撤去工事) 1,000万円

特 別
会 計

特別会計名 予算額 前年度比

工業団地造成事業 8,868万円 0.0％

商業団地造成事業 1,347万円 3.6％

住宅団地造成事業 616万円 △49.8％

下水道施設事業 １億8,601万円 △10.4％

農業集落排水処理事業 １億1,578万円 4.3％

保険料や使用料など、特定の収入があり、
収入の使い道が決まっている会計

特別会計名 予算額 前年度比

個別排水処理事業 6,417万円 17.7％

後期高齢者医療 １億148万円 △0.5％

国民健康

保    険

事 業 勘 定 10億2,509万円 7.7％

診療施設勘定 ２億8,247万円 3.9％

介護保険 11億3,085万円 2.4％

簡易水道等事業 7,894万円 △4.9％

水道事業

会    計

収益的収支 １億5,779万円 △1.4％

資本的収支 8,919万円 △10.5％
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介
護
保
険
と
は
？

　

介
護
保
険
は
、
40
歳
以
上
の
皆
さ
ん
が
加
入

者
と
な
り
保
険
料
を
納
め
、
介
護
が
必
要
と

な
っ
た
時
に
、
加
入
者
が
費
用
の
一
部
を
負
担

し
て
、
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
制
度
で
す
。

　

住
み
慣
れ
た
地
域
で
い
つ
ま
で
も
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
よ
う
に
町
が
運
営
し
て
い
ま
す
。

　
介
護
保
険
の
財
源

　

介
護
保
険
の
財
源
は
、
図
表
１
の
よ
う
に
介

護
保
険
に
加
入
す
る
40
歳
以
上
の
全
て
の
人
が

納
め
る
保
険
料
と
、
国
や
県
、
町
な
ど
が
負
担

す
る
公
費
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。
65
歳
以
上
の

人(

第
１
号
被
保
険
者)

が
納
め
る
分
は
22
％
、

40
～
65
歳
未
満
の
人(

第
２
号
被
保
険
者)

が
納

め
る
保
険
料
は
、
介
護
保
険
の
給
付
に
か
か
る

費
用
全
体
の
28
％
で
、
社
会
全
体
で
制
度
を
支

え
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
介
護
が
必
要

と
な
っ
た
と
き
、
誰
も
が
安
心
し
て
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
保
険
料
は
必
ず
納
め
ま

し
ょ
う
。

　
介
護
保
険
料
の
算
定
方
法

　

介
護
保
険
料
は
、
３
年
間
の
介
護
サ
ー
ビ
ス

の
給
付
費
総
額
を
予
測
し
、
そ
れ
を
賄
え
る
よ

う
に
算
出
し
た
「
基
準
額
」
を
基
に
決
定
し
ま

す
。(

図
表
２
）

　

今
期
の
年
間
基
準
額
は
６
万
５
千
８
３
２
円

で
、
第
５
期
（
平
成
24
～
26
年
度
の
３
年
間
）

と
比
較
す
る
と
１
万
３
千
６
３
２
円
（
月
額
１

千
１
３
６
円
）
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

　
な
ぜ
保
険
料
が
増
え
た
の
？

　

理
由
は
４
つ
あ
り
ま
す
。

　

ま
ず
１
つ
目
は
、
高
齢
化
や
核
家
族
化
が
進

み
在
宅
で
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
人
が
増
加
し
て

い
る
こ
と
、
ま
た
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
施
設
が
町
内
に
増
え
、
介
護
給
付
費
が
増
え

る
見
込
み
と
な
っ
た
た
め
で
す
。

　

２
つ
目
は
、
介
護
保
険
の
制
度
改
正
に
よ
り

65
歳
以
上
の
人
の
負
担
割
合
が
１
％
増
え
た
こ

と
で
す
。

　

３
つ
目
は
、
介
護
給
付
準
備
基
金
の
残
高
が

少
な
く
な
っ
た
た
め
で
す
。
こ
れ
ま
で
は
基
金

（
貯
金
）
を
取
り
崩
し
て
介
護
給
付
費
に
充
て

て
き
ま
し
た
が
、
残
高
が
少
な
い
た
め
、
今
期

は
取
り
崩
し
を
行
わ
な
い
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

４
つ
目
は
、
介
護
が
必
要
に
な
ら
な
い
よ
う
、

介
護
予
防
事
業
の
充
実
を
図
る
た
め
、
事
業
費

を
増
額
し
た
た
め
で
す
。

　
40
歳
以
上
65
歳
未
満
の
保
険
料

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人
は
、
国

民
健
康
保
険
税
と
し
て
算
定
さ
れ
ま
す
。
世
帯

主
は
、
医
療
保
険
分
な
ど
と
合
わ
せ
、
国
民
健

康
保
険
税
と
し
て
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
職
場
の
医
療
保
険
に
加
入
し
て
い
る

人
は
、
医
療
保
険
で
設
定
さ
れ
る
介
護
保
険
料

率
と
給
与
額
な
ど
に
応
じ
て
保
険
料
が
決
定
さ

れ
ま
す
。
介
護
保
険
料
は
医
療
保
険
料
な
ど
と

合
わ
せ
、
給
与
な
ど
か
ら
支
払
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。
ま
た
、
医
療
保
険
の
場
合
は
事
業
主
の

負
担
が
あ
り
ま
す
。

　
65
歳
以
上
の
保
険
料

　

65
歳
以
上
の
皆
さ
ん
の
保
険
料
は
、
３
年
間

の
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
の
総
額
を
推
計
し
、

こ
れ
を
賄
え
る
よ
う
算
出
し
た
「
基
準
額
」
を

基
に
、
所
得
に
応
じ
、
11
ペ
ー
ジ
上
の
図
表
３

に
よ
り
算
定
し
た
保
険
料
と
な
り
ま
す
。

　

保
険
料
の
納
め
方
は
、
受
給
し
て
い
る
年
金

わ
り
ま
す

介
護
保
険
料
第６期介護保険
事　業　計　画

　
本
年
度
か
ら
新
た
に
第
６
期
介
護
保
険
事
業
計
画
（
平
成
27
～
29
年
度
）

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
伴
い
、
65
歳
以
上
の
皆
さ
ん
の
３
年
間
の
介
護
保
険
料
が
新
た
に

決
ま
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

図表１  介護保険の財源

Ｈ27～Ｈ29に
西会津町で必要な介護
サービス等の総費用

第１号被保険
者の負担分
(22％)

調整交付金
相当額
（５％）

調整交付金
見込額

× ＋

－
介護給付費
準備基金
取り崩し

－ 保険料
必要総額＝

保険料
必要総額

Ｈ27～Ｈ29の
第１号被保険者
見込数

÷ 保険料の
基準額＝

図表２  介護保険料基準額の算定方法

財源公費
50％

65歳以上の人の保険料
（第１号被保険者)22％

40歳以上65歳未満
の人の保険料
(第２号被保険者)28％

※利用者負担分を除く、平成27～29年度の割合
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の
額
に
よ
っ
て
、
年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
る
特

別
徴
収
、
ま
た
は
納
付
書
・
口
座
振
替
に
よ
る

普
通
徴
収
と
な
り
ま
す
。

　
所
得
段
階
が
細
か
く
な
り
ま
し
た

　

従
来
の
６
段
階
か
ら
９
段
階(

図
表
３)

に
細

分
化
さ
れ
た
こ
と
で
、
所
得
に
応
じ
た
よ
り
公

平
性
の
高
い
保
険
料
設
定
と
な
り
ま
し
た
。

　
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
料

　

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
際
の
利
用
料
は
、
原

則
と
し
て
か
か
っ
た
費
用
の
１
割
で
す
。
た
だ

し
、
要
介
護
状
態
の
区
分
ご
と
の
上
限
（
支
給

限
度
額
）
を
超
え
て
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
場

合
、
上
限
を
超
え
た
分
に
つ
い
て
は
自
己
負
担

と
な
り
ま
す
。

　
負
担
軽
減
措
置
に
つ
い
て

　

今
後
の
さ
ら
な
る
消
費
税
増
税
に
伴
い
、
低

所
得
段
階
（
第
１
～
第
３
段
階
）
で
は
、
公
費

に
よ
る
軽
減
（
減
額
）
が
行
わ
れ
ま
す
。
今
年

度
か
ら
第
１
段
階
に
つ
い
て
は
、基
準
額
の
０
．

５
倍
、
年
額
３
万
２
千
９
１
６
円
が
、
基
準
額

の
０
．
４
５
倍
の
２
万
９
千
６
２
８
円
と
な
り

ま
す
（
年
額
３
千
２
８
８
円
の
軽
減
）
。  

　

ま
た
、
平
成
29
年
度
か
ら
は
、
第
２
段
階
お

よ
び
第
３
段
階
に
つ
い
て
も
軽
減
の
対
象
と
な

る
予
定
で
す
。

　
保
険
料
の
納
付
方
法

◆
特
別
徴
収

（
年
金
天
引
き
に
よ
る
納
付
）

　

受
給
し
て
い
る
年
金
か
ら
の
天
引
き
に
な
り

ま
す
。
「
特
別
徴
収
」
の
対
象
者
で
も
、
次
の

場
合
は
一
時
的
に
納
付
書
で
納
め
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

・
年
度
途
中
で
65
歳
に
な
っ
た

・
年
度
途
中
で
老
齢(

退
職)

年
金
、
遺
族
年
金
、

　

障
害
年
金
の
受
給
が
始
ま
っ
た

・
年
度
途
中
で
ほ
か
の
市
町
村
か
ら
転
入
し
た

・
年
度
途
中
で
保
険
料
が
増
額
に
な
っ
た

　

※�

特
別
徴
収
（
年
金
天
引
き
）
に
な
る
ま
で

６
カ
月
か
ら
１
年
程
度
か
か
り
ま
す
。
そ

れ
ま
で
は
、
納
付
書
で
納
め
ま
す
。

◆
普
通
徴
収

（
納
付
書･

口
座
振
替
に
よ
る
納
付
）

　

条
件
に
よ
り
年
金
天
引
き
（
特
別
徴
収
）
で

き
な
い
方
は
普
通
徴
収
と
な
り
ま
す
。

※�

便
利
な
口
座
振
替
が
で
き
ま
す
の
で
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

　
介
護
予
防
に
つ
い
て

　

介
護
給
付
費
が
増
大
す
る
中
、
自
立
し
た
活

動
的
な
毎
日
を
過
ご
す
た
め
に
は
「
介
護
予

防
」
の
取
り
組
み
が
重
要
で
す
。
町
で
は
、
従

来
か
ら
の
参
加
型
の
教
室
、
講
演
会
は
も
と
よ

り
、
一
人
一
人
の
生
活
に
合
わ
せ
た
訪
問
型
の

支
援
、
加
え
て
、
自
ら
が
支
援
の
担
い
手
と

な
っ
て
元
気
で
あ
り
続
け
て
も
ら
う
「
生
活
支

援
体
制
整
備
事
業
」
に
よ
り
、
な
お
一
層
の
介

護
予
防
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
増
加
し
て
い
る

認
知
症
へ
の
対
応
と
し
て
、
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
に
「
認
知
症
地
域
支
援
推
進
員
」
を
配

置
し
、
認
知
症
に
な
っ
て
も
住
み
慣
れ
た
地
域

で
暮
ら
せ
る
よ
う
に
介
護
予
防
や
地
域
づ
く
り

に
取
り
組
み
ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ん
、
「
健
康

が
い
ち
ば
ん
」
を
合
言
葉
に
、
積
極
的
に
介
護

予
防
活
動
に
参
加
し
、
活
動
的
な
毎
日
を
目
指

し
ま
し
ょ
う
。

　
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
福
祉
課
・
福
祉
介
護
係

　

☎
45
―
２
２
１
４

所得段階 対　　象　　者 介護保険料
（年額）

第１段階

　生活保護を受けている人また
は老齢福祉年金(※１)を受けて
いる人で、世帯全員が町民税非
課税で年金収入額が８０万円以
下の人

基準額
×0.45 29,628円

第２段階
　世帯全員が町民税非課税で年
金収入額が８０万円を超え１２
０万円以下の人

基準額
×0.75 49,380円

第３段階 　世帯全員が町民税非課税で年
金収入額が１２０万円を超える人

基準額
×0.75 49,380円

第４段階 　町民税非課税で年金収入額が
８０万円以下の人

基準額
×0.90 59,256円

第５段階 　町民税非課税で年金収入額が
８０万円を超える人 基準額 65,832円

第６段階
　町民税を課税されている人で、
合計所得金額(※２)が１２０万
円未満の人

基準額
×1.2 79,008円

第７段階
　町民税を課税されている人で、
合計所得金額が１２０万円以上
１９０万円未満の人

基準額
×1.3 85,584円

第８段階
　町民税を課税されている人で、
合計所得金額が１９０万円以上
２９０万円未満の人

基準額
×1.5 98,748円

第９段階
　町民税を課税されている人で、
合計所得金額が２９０万円以上
の人

基準額
×1.7 111,924円

※１老�齢福祉年金＝明治44年４月１日以前に生まれた人などで、
　　　�一定の所得がない人や、他の年金を受給できない人に支給

される年金。
※２合�計所得金額＝「収入金額」から「必要経費の相当額」を差

し引いた額で、扶養控除や医療費控除などの所得控除をす
る前の金額。

図表３
６５歳以上（第１号被保険者）の保険料
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　４月６日、西会津ライオンズクラブが西会津小に寄贈し
た校歌碑の除幕式が行われました。同クラブの廣瀬渉会長
は、子どもたちに「校歌のように健やかに大きく成長して
ほしい。そして、将来は町に戻り力を発揮してください」
とあいさつしました。同クラブは今年結成40周年を迎え、
青少年育成事業の一環として西会津小に校歌碑１基と絵画
１点を寄贈しました。式では、広瀬会長、伊藤町長、６年
生代表の児童らがロープを引いて除幕しました。代表で西
会津小６年の佐藤妃

ひ な た

陽さんが「校歌のように強く優しい人
になりたいです」とお礼の言葉を述べ、式終了後には６年
生の皆さんが校歌碑の前で記念撮影をしました（写真)。

「校歌のように健やかに｣ 西会津小 校歌碑除幕

　今年度から新たに町ケーブルテレビの管理運営を担う一
般社団法人西会津ケーブルネットの設立祝賀会が４月18日、
ロータスインで開かれました。西会津ケーブルネットは、
情報化社会において多様化する住民ニーズに応えるため、
民間の活力やノウハウを生かした柔軟で迅速なサービスの
提供、また、民間ならではの多角的な事業展開による住民
サービスの一層の向上を目的に発足しました。
　祝賀会では、伊藤眞一理事長が「町の財産である情報イ
ンフラの光ケーブルとケーブルテレビ施設を有効活用し、
町民サービスのより一層の向上と、地域貢献に取り組んで
いきます」とあいさつしました（写真)。

西会津ケーブルネット設立

　町の若手有志で組織する制作委員会が考案した町の特産
品を注文できるカタログギフト「西会津のギフト」が完成
しました。このギフトは１品ごとに生産者の写真とコメン
トが添えられ、全12品目の特産品カード（写真）から１品
を選び注文すると、旬の時期に生産者から直接商品が届く
仕組みとなっています。４月15日に開かれた完成お披露目
パーティーでは、鈴木宏幸委員長が「町外に住む知人など
に贈ってもらい、西会津に素晴らしい特産品があることを
広めてほしい」と呼び掛けました。購入を希望する場合は
制作委員会事務局（フロントライン☎４５―４９６６）に
問い合わせください。

地元を贈ろう「西会津のギフト」完成

　４月８日、西会津高等学校で入学式が行われ、41名が入
学しました。皆川正信校長は「新たな授業として今年度か
ら取り入れる商品開発プロジェクトと、進学希望者向けの
西高立志塾の２つのプロジェクトを発展的に進めていきま
す。意欲を持って学んでください」とあいさつし、新入生
の古川史

し ほ

歩さんが「41人で互いに助け合い、共に成長して
いきたいです」と誓いの言葉を述べました。新入生は緊張
した面持ちで式に臨みましたが、これから始まる高校生活
への希望に胸を膨らませ、夢の実現に向け新たなスタート
を切りました。［写真＝皆川正信校長に誓いの言葉を述べ
る古川史

し ほ

歩さん］

希望を胸に高校生活スタート
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町
で
は
、
平
成
22
年
度
よ
り
「
健
康
が
い
ち

ば
ん
！
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
食
、
運

動
、
健(

検)

診
の
３
つ
を
柱
と
し
て
、
こ
れ
を

相
互
に
連
携
し
た
健
康
寿
命
延
伸
事
業
を
展
開

し
て
い
ま
す
。
昨
年
、
65
歳
以
上
の
人
を
対
象

に
「
ニ
ー
ズ
調
査
」
を
、
ま
た
、
30
歳
以
上
64

歳
以
下
の
人
を
対
象
に
「
生
活
習
慣
と
健
康
に

関
す
る
調
査
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
調
査

結
果
を
踏
ま
え
、
町
で
は
平
成
27
年
度
か
ら
31

年
度
ま
で
５
年
間
の
健
康
増
進
計
画
を
策
定
し

ま
し
た
。

　

食

・
朝
食
の
欠
食
率
の
増
加

・�

野
菜
、
牛
乳
摂
取
割
合
の

低
下

・
脂
質
異
常
割
合
の
増
加

　

運
動

・
運
動
の
習
慣
化
の
減
少

・�

体
に
痛
み
が
あ
る
割
合
の

増
加

　

健(

検)

診

・
健(

検)

診
受
診
率
の
低
下

・
精
密(

二
次)

検
査
未
受
診

・
自
己
健
康
管
理
の
未
普
及

　

町
で
は
、
「
健
康
づ
く
り
は
、
朝
が
、
い
ち

ば
ん
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
増
加
傾
向
に
あ
る

朝
食
の
欠
食
率
を
踏
ま
え
、
必
ず
朝
食
を
食
べ

る
よ
う
に
取
り
組
み
を
進
め
、
生
活
習
慣
全
般

に
対
す
る
健
康
意
識
の
向
上
に
つ
な
げ
ま
す
。

　
　
　 
朝
・
野
菜
を
食
べ
よ
う
！

　

朝
食
に
ポ
イ
ン
ト
を
お
き
、
ご
は
ん
な
ど
の

主
食
は
も
ち
ろ
ん
、
野
菜
摂
取
の
た
め
、
具
だ

く
さ
ん
菜(

な)

み
そ
汁
や
サ
ラ
ダ
、
牛
乳
な
ど

の
乳
製
品
、
大
豆
食
品
な
ど
を
、
忙
し
い
日
で

も
食
べ
て
一
日
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
食
習
慣
を

身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

－

重
点
目
標

－

・
野
菜
を
必
ず
食
べ
る(

朝
食
摂
取
率
100
％)

・�

野
菜
摂
取
の
た
め
具
だ
く
さ
ん
菜(

な)

み
そ

汁(

適
塩)

を
食
べ
る

・
適
塩(

減
塩
、
摂
取
回
数
を
減
ら
す)

　
　
　
　
早
起
き
・
体
操
で

　
　
　
　
体
を
動
か
そ
う
！

　

日
常
生
活
に
お
け
る
運
動
の
習
慣
化
の
た
め
、

朝
の
時
間
帯
を
利
用
し
た
こ
ゆ
り
ち
ゃ
ん
体
操

や
ラ
ジ
オ
体
操
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
散
歩
な
ど

に
取
り
組
む
習
慣
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

－

重
点
目
標

－
・�

運
動
習
慣
の
普
及(

こ
ゆ
り
ち
ゃ
ん
体
操
、

ラ
ジ
オ
体
操
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど)

・�

高
齢
者
の
筋
力
ア
ッ
プ(

生
活
活
動
に
必
要

な
筋
力
の
維
持)

　
　
　
　
朝
・
測
定
で

　
　
　
　
体
調
を
知
ろ
う
！

　

日
ご
ろ
か
ら
、
家
庭
血
圧
や
体
重
を
測
定
し
、

記
録
す
る
こ
と
に
よ
り
、
個
人
で
の
体
調
管
理

が
行
え
ま
す
。
健(

検)

診
と
合
わ
せ
て
、
自
己

管
理
に
よ
る
健
康
づ
く
り
の
習
慣
を
身
に
つ
け

ま
し
ょ
う
。

－

重
点
目
標

－

・
家
庭
血
圧
や
体
重
の
測
定
・
管
理(

脳
卒
中
、

　

心
疾
患
、
メ
タ
ボ
予
防
な
ど)

・�

健(

検)

診
受
診
率
の
向
上(

各
種
検
診
、
二

次
検
診
の
受
診
率
100
％)

・�
歯
み
が
き
１
日
３
回(

歯
み
が
き
口
腔
ケ
ア

の
普
及)

　

私
た
ち
の
体
に
は
、
体
内
時
計
が
あ
り
ま
す
。

お
お
む
ね
一
日
を
単
位
と
す
る
生
命
の
リ
ズ
ム

は
、
朝
の
光
に
よ
っ
て
補
正
さ
れ
る
た
め
、
肥

満
は
夜
型
生
活
が
原
因
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

「
早
寝
・
早
起
き
・
朝
ご
は
ん
」
と
「
健
康
づ

く
り
は
朝
が
い
ち
ば
ん
！
」
を
併
せ
、
誰
か
の

た
め
で
は
な
く
自
分
の
た
め
に
、
健
や
か
な
体

と
心
を
目
指
し
、
今
日
か
ら
健
康
づ
く
り
を
始

め
ま
し
ょ
う
。

　

新
緑
の
季
節
を
迎
え
ま
す
。
活
動
的
に
過
ご

し
や
す
く
朝
か
ら
よ
り
良
い
習
慣
を
定
着
さ
せ

る
に
は
い
い
時
季
で
す
。
い
ま
始
め
れ
ば
年
中

通
し
て
生
き
生
き
と
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ん
一
人
一
人
が
朝
か

ら
活
動
的
に
過
ご
し
て
健
康
づ
く
り
を
推
進
し

ま
し
ょ
う
。
健
康
づ
く
り
も
『
継
続
は
力
な

り
』
で
す
。
冬
ま
で
に
健
康
生
活
を
手
に
入
れ

ま
し
ょ
う
。

すごいな！むし歯のない子
　３月18日、３歳児６名を対象に健康診査を行った結果、
むし歯のない子は３名でした。

橋本  悠
ゆう

くん
（西林東）

伊藤 陽
ひ よ り

和ちゃん
（西林東）

齋藤 優
ゆう

斗
と

くん
（堀越）

健 康 が
いちばん  いきいきライフ

平
成
27
年
４
月
１
日

　
健
康
増
進
計
画
ス
タ
ー
ト

健
康
づ
く
り
は
、
朝
が
、
い
ち
ば
ん

健
康
川
柳

朝
や
さ
い 

早
起
き
体
操 

朝
測
定

町
の
健
康
課
題

「
朝
」が
キ
ー
ポ
イ
ン
ト

始
め
よ
う
！ 
続
け
よ
う
！

健
康
づ
く
り

食運
動

健
診

（
検
）



材
料
（
２
人
分
）

　

レ
タ
ス�

大
２
枚

　

玉
ネ
ギ�

１／２
個

　

エ
ノ
キ
タ
ケ�

１／４
株

　

わ
か
め(

乾
燥)�

１
ｇ

　

卵�

１
個

　

だ
し(

煮
干
し
だ
し)�

300
㏄

　

み
そ�

大
さ
じ
１

作
り
方

　

�

①
レ
タ
ス
は
一
口
大
に
切
り
、
玉

ネ
ギ
は
薄
切
り
、
エ
ノ
キ
タ
ケ
は

３
セ
ン
チ
程
度
に
切
る
。

　

�

②
だ
し
汁
に
玉
ネ
ギ
、
エ
ノ
キ
タ

ケ
を
入
れ
さ
っ
と
煮
る
。
レ
タ
ス
、

　

わ
か
め
を
加
え
る
。

　

�

③
み
そ
を
入
れ
、
溶
き
卵
を
回
し

入
れ
れ
ば
出
来
上
が
り
。

　

�

＊
旬
の
野
菜
や
シ
イ
タ
ケ
、
キ
ク

ラ
ゲ
、
豆
腐
、
厚
揚
げ
、
打
ち
豆

な
ど
の
食
材
を
入
れ
て
も
お
い
し

く
、
前
日
に
下
ご
し
ら
え
す
れ
ば
、

　

�

さ
ら
に
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
作
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

栄
養
を
無
駄
な
く
摂
取

　

毎
朝
の
汁
物
か
ら
食
生
活
改
善

　

汁
物
は
、
野
菜
、
海
藻
、
キ
ノ
コ
、
大
豆
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
食
材
を
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
調

理
の
手
順
も
、
鍋
に
食
材
を
切
り
入
れ
、
軟
ら
か
く

な
る
ま
で
煮
て
、
み
そ
や
し
ょ
う
ゆ
で
味
付
け
す
る

だ
け
な
の
で
手
軽
で
す
。
ま
た
、
汁
ご
と
食
べ
る
の

で
、
ビ
タ
ミ
ン
な
ど
の
栄
養
素
も
無
駄
な
く
摂
取
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

昨
年
の
「
生
活
習
慣
と
健
康
に
関
す
る
調
査
」
や
、

学
校
の
「
朝
食
調
べ
」
に
よ
る
と
、
朝
食
を
食
べ
な

い
人
が
増
え
て
い
ま
す
。
新
生
活
が
ス
タ
ー
ト
し
、

忙
し
い
毎
日
だ
か
ら
こ
そ
、
活
力
源
と
し
て
、
汁
物

の
あ
る
朝
ご
は
ん
が
必
要
で
す
。
朝
食
を
キ
ー
ワ
ー

ド
に
、
一
日
の
食
生
活
を
改
善
し
、
健
康
づ
く
り
を

始
め
ま
し
ょ
う
。

　

朝
食
の
チ
カ
ラ

①
体
温
や
血
圧
を
上
げ
体
を
目
覚
め
さ
せ
る
ほ
か
、

脳
や
体
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
送
る
働
き
が
あ
り
ま
す
。

②
食
べ
物
が
胃
に
入
る
と
、
そ
の
刺
激
で
大
腸
が
活

発
に
働
き
ま
す
。
便
秘
解
消
に
も
効
果
的
で
す
。

③
朝
食
を
抜
き
、
ほ
か
の
食
事
や
間
食
で
た
く
さ
ん

食
べ
る
食
生
活
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
過
剰
摂
取
に
つ

な
が
り
、
太
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

④
朝
食
を
食
べ
な
い
と
い
っ
た
不
規
則
な
食
生
活
は
、

血
糖
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
乱
れ
に
つ
な
が
り
、
生
活
習

慣
病
に
か
か
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

健
康
づ
く
り
新
提
案

　

１
日
２
杯
ま
で
、
適
塩
の
、

　

具
だ
く
さ
ん
菜(

な)

汁
物
を

　

食
べ
よ
う

　

汁
物
摂
取
の
有
無
と
食
事
内

容
の
関
連
性
を
調
べ
た
研
究
に

よ
る
と
、
食
卓
に
汁
物
が
加
わ

る
こ
と
で
野
菜
、
海
藻
、
キ
ノ

コ
、
大
豆
、
魚
が
増
え
る
一
方
、

肉
類
や
油
脂
の
摂
取
が
減
る
と

い
う
報
告
が
あ
り
、
肥
満
予
防

に
も
効
果
的
で
す
。

　

汁
物
は
塩
分
が
増
え
る
の
で
は

と
不
安
も
あ
り
ま
す
が
、具
だ
く

さ
ん
な
ら
さ
ま
ざ
ま
な
栄
養
素
が

取
れ
る
の
で
心
配
い
り
ま
せ
ん
。

　

適
塩

　

一
人
分
だ
し
汁
150
㏄
に
対
し
、

み
そ
汁
の
場
合
は
み
そ
大
さ
じ

１／２(

塩
分
1.2
ｇ)

、
す
ま
し
汁
の

場
合
は
し
ょ
う
ゆ
小
さ
じ
１／４
と

塩
少
々(

塩
分
１
ｇ)

の
塩
分
量

を
い
い
ま
す
。

　

具
だ
く
さ
ん
菜(

な)

汁
物

　

３
種
類
以
上
の
野
菜
を
含
む

た
く
さ
ん
の
食
材
が
入
っ
て
い

る
も
の
を
呼
ん
で
い
ま
す
。

14

ふんわり卵と

レタスの

スピード

みそ汁 22

調理時間 
約10分

朝
食
し
っ
か
り

健
康
生
活

シ
リ
ー
ズ

●
朝
ご
は
ん
の
す
す
め

チャレンジ！！

レタスとエノキタケの食感を楽しめる

空腹の体に染みる 朝食の一杯
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公民館だより

キッズランニングクラブ さゆり中学｢いけばな教室｣ 女性講座｢そば打ち体験｣

　平成27年度の主な講座や教室を紹介します。詳しい内容や申し込み手続きについては、
配布済み、または今後、自治区長経由などで配布するチラシをご覧ください。多数の皆さん
の参加をお待ちしています。� 【問い合わせ先】町公民館  ☎４５－３２４４

講座（教室）名 対　　　象 実施時期
（予　定） 会　　　場 内　　　　　　　容

放課後子ども教室 小学生 ５月～２月 西会津小学校など 放課後や休日に地域の皆さんの協力のもと
体験活動を行う

キッズランニング
クラブ 小学４～６年生 ５月～３月 さゆり公園など

月２回程度、土曜日にランニングの指導を
行い、近隣市町村で開催されるマラソン
大会に参加する

英会話教室 小学生以上 ６月～３月 町公民館 町外国語指導助手が講師になり、小学生、初
級、中級に分かれ、日常英会話を学習する

女性講座 18歳以上の女性 ５月～２月 町公民館など 歴史、自然、芸術、文化など幅広い分野の
学習や軽スポーツを行う

ほっとＬｉｆｅ おおむね50歳まで
の女性 ６月～12月 町公民館など スキンケア、料理、軽スポーツなど癒やしと

なる体験活動を行う

ヨガ教室 15歳以上 ５月～12月 町公民館 月２回、ヨガを行う

はつらつ
スポーツ講座 60歳以上 ５月～３月 町公民館など カローリング、カーリンコン、グラウンド

ゴルフなどを行う

さゆり中学 18歳以上 ６月～12月 国際芸術村など 主に町在住の方を講師に歴史、自然、芸術、
文化などを学ぶ

町史を読む 18歳以上 ６月～２月 町公民館 町史を読み、町の歴史を学習（中、上級者
向け）

陶芸教室 18歳以上 ５月～10月 老人憩の家など 毎週水曜日、陶芸を基礎から学ぶ

折り紙講座 18歳以上 ５月～12月 町公民館 月２回程度、折り紙を基礎から学ぶ

出前講座 自治区・老人クラ
ブなどの団体等 ４月～３月 自治区集会所など 団体やグループの要望により、歴史、自然、

芸術、文化、スポーツなどの教室を行う

平成27年度 講座·教室紹介
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三留  丈幸さん ［西林東］
み  とめ　  たけ ゆき

自分を一言で表現すると？
　あがり症

あなたのモットーは？
　やればできる

これからやってみたいことは？
　一人暮らし

次の方を紹介してください
　Ｔ・Ａさん（西原）

５ 2015
May

上野尻俳句会

　今月は西会津中学校ソフトボー
ル部の部長を務める３年・小瀧友
香さんです。

わたしの夢――
 「将来の夢は、理学療法士です｡
きっかけは、以前母がスポーツ
で靱帯を切る大けがをしたこと
です。入院し自分の力では歩け
なかった母が退院するときには
歩けるように回復しました。退
院した母に話を聞くと、歩ける
ようになったのはリハビリの先
生のおかげだと教えてくれまし
た。だから、私も母を歩けるようにしてくれたリハビリの先生のよ
う、多くの人の力になりたいと思っています｣

努力していること――
 「人を助けるためには相手の気持ちを考えることが大事だと思うの
で、友達と話すときは、相手の立場になって話すように心掛けてい
ます｣

未来の自分に一言――
 「どんな職業に就いていますか。つらいことや大変なことがあるか
もしれませんが、どんなときも人に優しく、笑顔を忘れないでくだ
さい」

とも

　大
切
な
も
の
は
？
『
准
看
護
師
免

許
証
。
２
年
間
看
護
学
校
に
通
い
、

試
験
に
合
格
し
今
年
３
月
取
得
で
き

ま
し
た
』

あなたの趣味は？
　ウォーキング

特技は？
　ボート

熱中していることは？
　夕方からのウォーキング

最近感動したことは？
　就職が決まり、社会人の
仲間入りができたこと

［３月例会］

斎
藤
五
月
男
（
上
野
尻
）

薄
ら
日
を 

つ
か
み
小
庭
の 

花
八
ツ
手

星

　
　敬
介
（
上
野
尻
）

園
児
ら
の 

門
出
を
じ
っ
と 

桜
の
芽

渡
部
由
起
子
（
萱

　本
）

ゆ
る
ぎ
な
き 

強
さ
と
夢
と 

木
の
芽
か
な

高
橋

　栄
子
（
上
野
尻
）

光
抱
き 

ち
ょ
ろ
ち
ろ
ち
ろ
と 

雪
間
か
な

白
井

　重
子
（
白

　坂
）

木
々
の
枝 

笑
ひ
こ
ろ
げ
る 

春
の
風

は せ がわ   だい き
長谷川  大樹さん（４月号）からメッセージ

いろいろなことがあるけれど、お互いに頑張っていきましょう。

か

じんたい
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ご結婚おめでとう
星　　　正　美　　　　森　野
中　村　あゆみ　　　　喜多方市

坂　井　康　司　　　　向　原
鈴　木　有紀子　　　　会津坂下町

まちの人口  ～４月１日現在～　(前月比)
人　口 　　　  ７，０３５人　 （－３３人)
　男 　　　　  ３，３８１人　 （－１７人)
　女 　　　　  ３，６５４人　 （－１６人)
世　帯 　　　  ２，７５１世帯　 （－　１世帯)

戸籍の窓口  ～３月受付分～ 〈敬称略〉

お誕生おめでとう
中　田　翼

つば

　稀
き

くん 　　聡・菜津美　　　７町内

お悔やみ申し上げます
鈴　木　ツ　マ（92）　豊　彦　　母　　２町内
橋谷田　ヒロ子（73）　　淳　　　母　　２町内
海老名　ハルヨ（105）　七井 茂　 祖母 　３町内
折　笠　ミドリ（96）　榮　信　　母　　５町内
笠　間　力　夫（87）　　毅　　　父　　四　岐
齋　藤　治　郎（79）　昌　章　　父　　堀　越
清　野　ハツノ（93）　　弘　　　母　　塩　喰
会　田　一　二（84）　秋　広　　父　　森　野
五十嵐　　　實（70）　孝　二　　父　　松　尾
佐　藤　ミツ子（91）　勝　彦　　母　　上小島
佐　藤　定　惠（82）　恵　一　　父　　上小島
大舟木　繁　子（79）　茂　夫　　母　　長　桜
佐　藤　永　子（87）　博　美　　母　　出ヶ原
佐　藤　　　佐（96）　　智　　　父　　出ヶ原
鈴　木　喜美子（86）　賢　治　　母　　山　口
寺　田　　　正（84）　　悟　　　父　　山　口
市　橋　源　二（96）　修　一　 祖父 　上野尻
伊　藤　ハルヱ（96）　　実　　　母　　下野尻
長谷川　千代子（94）　　誠　　　母　　下野尻
清　野　清知子（91）　宮㟢與志郎　　母　　下野尻
髙　橋　照　子（84）　雄　助　　妻　　滑　沢
上　野　勝　美（73）　裕　之　　父　　井　谷
井　上　マ　ズ（100）　隆　司　　母　　下　松
佐　藤　キヨイ（97）　　諫　　　母　　極　入

以下は広告です。内容については、広告主へお問い合わせください。

　５月は「福島さわやか行政相談キャンペーン」期
間です。町では、特設行政相談所を開設し、役所や
特殊法人等の仕事に関する苦情などの相談に応じ、
解決のお手伝いをします。また併せて特設人権相談
所を開設しますので、この機会にご相談ください。

日時・会場

　５月14日（木）
　　午前９時30分～正午　　　保健センター
　　午後１時～午後３時30分　町公民館

　５月15日（金）
　　午前９時30分～正午　　　新郷連絡所
　　午後１時～午後３時30分　奥川みらい交流館

　６月１日（月）
　　午前10時～午後３時　　　町公民館
　　※６月１日は人権相談のみ

行政相談委員の委嘱(再任)について
　総務省では、西会津町を担当する
行政相談委員として、田崎宗作さん
(小杉山)を委嘱しました。任期は平
成27年４月１日から２年間です。

　総務課 行政管理係(行政相談)�☎４５－２２１１
　町民税務課 町民生活係(人権相談）
� ☎４５－２２１５

　今年６月30日の任期満了により行われる町議会
議員一般選挙の日程が、４月14日に開かれた町選挙
管理委員会で決定しました。

■告示日 　６月23日(火)
■投票日 　６月28日(日)

　なお、投票時間などの具体的な内容は、５月以降
の選挙管理委員会で決まります。

　町選挙管理委員会　☎４５－２２１１

町議会議員一般選挙のお知らせ

春の行政相談･人権相談を開催

問

問
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2 0 1 5（平成 2 7 年）

　４月22日、西会津小学校
の交通安全教室が行われ、
１・２年生の児童たちは実
際に町内へ繰り出し、交通

ルールを学びました。桜ほころぶポカポカ陽気の中、先生や
交通安全母の会の皆さんに交差点の渡り方などを教わり、手
を挙げて歩く子どもたちの顔には笑みがこぼれていました｡

５

西会津小･西会津中入学式から西会津小･西会津中入学式から
　４月６日、西会津小と西会津中の入学式が行われ、今年度から
新校舎に移転した西会津小には39名の新一年生が入学しました。
式では、名前を呼ばれた新一年生が、｢はい｣と元気良く返事をし、
起立していました。
　西会津中には42名が入学。入学生を代表し山内奈

な な

菜さんが｢何
事にも最後まで全力で取り組みます｣と誓いの言葉を述べました。

[写真]①西会津小入学式･わくわくどきどきしなが
ら入場する新入生／②③同･担任の先生から名前を
呼ばれ起立する新入生の皆さん／④同・歓迎の言葉
を述べる船橋健

けんしん
心さん／⑤同・岩澤一徳校長から教

科書を受け取る大槻茉
ま
紘
ひろ

さん／⑥同･西会津ライオン
ズクラブ廣瀬渉会長から入学記念品を受け取る児童
１西会津中入学式･板橋健一校長から真新しい教科
書を受け取る佐久間大

だい
地
ち
さん／２同・生徒代表歓迎

の言葉を述べる上野真
まな

実
み
さん／３同・入学生代表誓

いの言葉を述べる山内奈
な な
菜さん／４同・新入生入場

／５同・名前を呼ばれ立ち上がる新入生

②

⑤

③ ①

④⑥

１２３

４５

西会津小

入学式　
Congratulations

西会津中

入学式　
Congratulations


